
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年（平成20年）2月　会報誌新東ファミリー　創刊号

創刊号
鈍行所：儀式会社新東喜連士会
〒107－0052真倉lni差置木賃sJL12
妬一曲ピル2鱒TEJO3＿3562．4721

http／lYYYYYY．chouriBhI．Co．10

琵1㌦高㍉＿　▼翠 
一事1」看題m報賞，÷菓器漢音」　寒 

l 

？●－ ‾了‾　　っ‾i′ 

日　　　　　　　　‘　サ 

幸　一腫”、‾ニ　　ー覆 
適シ／言一言、詔 �　〈 ） ∴：∴ 」で亡． ＿ま 

．　　　　∴七1　8臆臆臆 
ホクホクの蒸し上がり（こ思わず歓声を上ぼる生徒たち

＿ニ‾‾盲、事∴、一 

欝望 　老輩雷 

熊のこもった講義に生徒たち毛）真剣です

L一二‾‾「「二軍繋
．、青●●●

寄主　tL

実際に暖を焼いてもらいました

薪
東
そ
ミ
リ
ー

新
薬
調
理
士
会
は
、
昨
年
6
月
よ

り
新
橋
調
理
師
専
門
学
校
に
お
き
ま

し
て
、
鰻
料
理
の
魅
力
を
伝
え
る
イ

ベ
ン
ト
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
強

堅
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
離
陸
の
第
1
回
は
、
鰻
料
理
・

日
本
料
理
の
魅
力
を
伝
え
、
調
理
師

の
技
術
向
上
を
目
指
す
た
め
に
行
わ

れ
、
参
加
者
は
、
新
東
調
理
士
会
抑

盟
店
の
鰻
職
人
の
方
々
と
鰻
調
理
の

実
演
を
一
目
み
た
い
と
熱
心
な
生
徒

で
講
義
室
は
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

第
2
、
3
回
は
、
明
日
の
料
理
人

を
目
指
す
生
徒
た
ち
に
墨
別
線
で
働

く
職
人
の
技
術
を
通
し
て
、
少
し
で

も
鰻
業
界
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の
鰻
職
人
を
増
や
し

た
い
と
の
思
い
で
開
催
し
ま
し
た
。

行
っ
た
講
座
の
内
容
と
し
ま
し
て

は
、
新
東
調
理
士
会
次
長
・
湯
浅
祐

司
か
ら
講
座
の
主
旨
説
明
が
あ
り
、

ゲ
ス
ト
講
師
の
渋
谷
「
松
川
」
総
料

理
長
・
高
橋
康
孝
氏
に
よ
る
講
義
と

調
理
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

義
で
は
、
鰻
料
理
の
歴
史
の
変
遷
や

昨
今
の
ヘ
ル
シ
ー
志
向
に
対
応
し
た

新
し
い
鰻
料
理
の
提
案
な
ど
伝
統
料

理
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と

言
っ
興
味
深
い
話
を
さ
れ
て
お
り
ま

した。調
理
の
実
演
で
は
、
高
橋
氏
と
若

手
の
職
人
た
ち
が
う
な
ぎ
の
さ
ば
き

方
や
串
の
打
ち
方
、
白
焼
き
、
蒲
焼

き
な
ど
全
て
の
調
理
を
丁
寧
に
何
度

も
手
を
止
め
、
生
徒
た
ち
に
説
明
し

ま
し
た
。
実
際
に
生
徒
と
一
緒
に
包

丁
を
握
る
場
面
も
あ
り
、
初
め
て
串

を
打
っ
た
生
徒
が
1
c
m
を
打
つ
の
に

一
苦
労
で
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
の

長
年
の
技
を
、
目
だ
け
で
な
く
体
を

使
っ
て
体
験
す
る
こ
と
は
、
生
徒
た

ち
や
職
人
の
方
々
に
と
っ
て
、
と
て

も
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
適

し
て
、
参
加
者
に
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
鰻
料
理
の
世
界
を
少
し
で
も

感
じ
て
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

穏
●、

曇
ら
《
畠
車
重

新
東
調
理
士
会
で
は
、
今
後
も
懸

念
さ
れ
る
若
手
職
人
不
足
を
補
う
た

め
、
人
材
の
確
保
に
努
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
新
東
調

理
士
会
加
盟
店
の
職
人
の
方
々
並
び

に
関
係
者
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
＠
1
－
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供養には多くの方が参加されました

二、玉

第
4
4
回
う
な
ぎ
供
養

2
0
0
1
年
日
月
1
4
日
。
晩
秋
の

穏
や
か
な
午
後
、
北
青
山
に
あ
り
ま

す
詩
法
寺
に
て
、
「
第
4
4
回
鰻
供
善

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
要

は
、
普
段
我
々
が
食
の
糧
に
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
言
な
き
」
に
感
謝
し
、

弔
い
の
憲
を
込
め
て
毎
年
行
っ
て
お

り
ま
す
。

法
要
は
、
新
東
調
理
士
会
会
長
・

湯
浅
亘
よ
り
挨
拶
、
次
長
・
湯
浅
祐

司
よ
り
会
の
現
状
報
告
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
次
に
参
加
者
を
代
表
し
、

日
本
橋
「
伊
勢
定
」
会
長
・
富
田
蓮

右
衝
門
氏
、
築
地
「
宮
川
本
望
社
長
・

漫
遠
安
良
民
、
日
本
橋
「
高
嶋
家
」

社
長
・
鷲
尾
誠
一
郎
氏
よ
り
ご
挨
拶

が
あ
り
、
淡
水
魚
卸
業
の
千
住
「
鮒

興
」
社
長
・
内
田
丈
司
氏
は
、
今
後

国
産
の
養
殖
ウ
ナ
ギ
が
入
手
困
難
に

な
り
、
多
少
な
り
と
も
外
国
産
の
養

殖
ウ
ナ
ギ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
を
明
か
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ご
住
職
に
よ
る
鰻
供
善

の
読
経
の
中
、
参
加
者
全
員
で
焼
香

を
行
い
、
約
1
時
間
に
及
ぶ
法
要
が

営
ま
れ
ま
し
た
。
法
要
後
は
、
別
室

に
て
参
加
者
で
軽
食
を
と
り
な
が
ら

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
各
人
情
報
交

換
や
近
況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
後
、
豊
漁
を
祈
願
し
、
稚

魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
＠
－

子
供
た
ち
に

美
味
し
い
蒲
焼
を

2
0
0
1
年
1
2
月
2
3
日
（
日
）
に

東
久
留
米
市
中
央
町
に
あ
る
、
宮
崎

畳
店
工
場
に
て
「
餅
つ
き
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
私
た
ち
新
東
調
理
士
会

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
餅
つ
き
大
会
」
は
主
催
者

で
あ
る
（
株
）
宮
崎
昼
席
の
社
長
、

宮
崎
樹
一
氏
が
、
平
成
1
0
年
か
ら
6

人
の
仲
間
で
は
じ
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
主
旨
は
。

1
〝
1
年
間
無
事
に
過
ご
せ
た
お
礼

と
、
来
年
も
良
い
年
で
あ
る
こ
と
へ

の
祈
願
。

2
．
先
祖
に
対
す
る
感
謝

3
“
子
供
た
ち
へ
何
か
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
（
伝
統
、
友
情
、
感
謝

など）。

4
．
み
ん
な
の
笑
顔
が
見
た
い
。

と
い
う
主
旨
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
新
東
調
理
士
会
で
は
、
普

段
接
す
る
機
会
が
少
な
い
、
一
般
消

費
者
や
子
供
た
ち
に
美
味
し
い
鰻
を

食
べ
て
い
た
だ
き
、
鰻
料
理
も
日
本

の
伝
統
料
理
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら

れ
る
、
よ
い
機
会
だ
と
思
い
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
気

温
も
低
く
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、

約
2
0
0
名
の
方
た
ち
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
も
こ
の
「
餅
つ
き

大
会
」
を
通
し
て
、
人
か
ら
人
へ
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

家
族
～
友
だ
ち
、
友
だ
ち
～
家
族
へ
、

良
い
活
動
は
呼
び
か
け
る
と
自
然
に

大
き
な
輪
と
な
り
肱
が
る
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
㊥
㌦

会
報
誌
の

創
刊
に
あ
た
っ
て

こ
の
度
、
新
案
調
理
士
会
の
会

報
誌
「
新
東
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
創

刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
っ

て
の
こ
と
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ます。会
員
様
と
調
理
師
の
皆
様
の
橋

渡
し
役
以
外
に
も
、
見
て
楽
し
い
、

た
め
に
な
る
、
身
近
な
存
在
に
な

れ
る
よ
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
、
あ
ま
り
明
る

い
話
題
の
少
な
い
昨
今
で
す
が
、

そ
ん
な
中
、
少
し
で
も
業
界
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
綾
・
日
本
料
理
に
関
す

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
コ
し
ん
な

話
題
を
載
せ
て
ほ
し
い
I
L

「
8
に
つ
い
て
調
べ
て
ほ
し

い
－
。
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
あ
り

ま
し
た
う
、
気
軽
に
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

新
案
調
理
士
会
　
湯
浅
　
祐
司
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2008年の土用丑の日は7月24日（木）と8月5日（火）です。

取
引
先
お
産
紹
介

日
本
橘
継
伊
勢
定

○
住
　
所
／
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
・
中
二

●
東
京
駅
大
丸
唐
　
1
2
階
・
B
l
売
店

●
渋
谷
東
急
本
店
　
8
階
・
即
売
店

●
東
急
東
糖
度
　
B
l
亮
店

●
薪
宿
高
島
塵
　
B
l
売
店

●
池
袋
西
武
唐
　
8
階

●
立
川
高
島
慶
庵

●
上
大
岡
東
怠
店

●
千
葉
そ
ご
う
唐

●
京
都
大
丸
底

●
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
店
　
1
階
売
店

●
大
丸
ら
ら
ぽ
ー
と
横
浜
鴨
居
店
　
1
階

●
お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
富
田
蓮
右
衛
門
さ
ん

厳
選
さ
れ
た
純
国
産
の
基
殖
腔
、
お
米
を

使
用
。
客
席
も
テ
ー
ブ
ル
、
個
室
、
カ
ウ

ン
タ
I
席
な
ど
お
客
き
ま
の
用
途
に
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

蒲
嬢
福
し
ま

住
　
所
／
中
央
区
八
重
洲
一
÷
∽

お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
福
島
　
旦
明
さ
ん

当
店
は
新
し
い
も
の
よ
り
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
も
の
を
大
切
に
し
て
、
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
腹
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
つ
な
ぎ
蒲
焼
美
園
屋

●
本
　
店
／
中
央
区
日
本
橋
～
・
里
一

●
日
本
橋
高
島
屋
店
　
塑
露
店

●
お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
森
下
紀
代
子
き
ん

触
料
理
の
専
門
店
な
の
で
、
よ
り
良
い
も

の
を
厳
選
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

蒲
概
割
烹
高
嶋
屋

本
　
店
／
中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
二
・
の

お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
鷲
尾
　
誠
一
郎
さ
ん

仕
事
は
手
を
抜
か
ず
、
備
室
灰
を
使
っ
て

焼
く
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
常
に
最
上
級
の
料
理
を

お
客
様
に
お
出
し
で
き
る
よ
う
に
心
か
け

て
い
ま
す
。

う
な
ぎ
喜
代
川

●
本
　
店
／
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
一
？
の

●
お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
渡
辺
兵
太
郎
さ
ん

当
店
で
は
調
理
鴇
に
は
冷
蔵
庫
は
轟
い
て

い
ま
せ
ん
。
作
り
お
き
を
出
さ
ず
に
、
い

つ
も
新
鮮
な
鰻
料
理
を
お
出
し
で
き
る
よ

う
に
心
か
け
て
い
ま
す
。

い
づ
も
や

本
　
館
／
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
？
P
A

別
　
館
／
同
上

日
本
橋
三
越
杢
店
　
即
売
店

お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
岩
杢
専
行
さ
ん

作
り
お
き
の
鰻
は
出
さ
な
い
の
よ
う
に
心

か
け
て
い
ま
す
。
お
書
き
ま
に
は
気
付
か

れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

藩
購
劃
烹
大
江
戸

●
本
　
店
／
中
央
区
日
本
橋
本
町
÷
±
e

●
南
軍
山
岳

●
北
青
山
C
L
プ
ラ
ザ
店

●
お
店
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

オ
ー
ナ
ー
／
湧
井
　
兼
行
さ
ん

社
長
自
ら
が
仕
入
れ
を
轄
ヨ
。
ま
た
実

際
に
食
べ
て
み
て
、
ど
れ
が
良
い
食
材
か

を
見
て
美
味
し
い
ウ
ナ
ギ
を
お
出
し
し
て

い
ま
す
。

平
成
1
9
年
新
規
オ
ー
ブ
ン

店
舗
紹
介

日
頃
お
取
引
し
て
頂
い
て
い
る
お
害
榛
で
、
平

成
博
年
度
に
新
規
オ
ー
ブ
ン
し
た
店
舗
で
す
。

【お店備報】

○
富
川
本
呉
新
富
用
フ
新
宿
京
王
百
質
店
即

・
…
・
2
月
鳩
目

住
所
／
新
宿
区
西
新
宿
一
。
－
ム

代
表
呼
出
「
芋
e
富
合
N
主
二

〇
日
本
橋
　
伊
鈎
定

○
大
丸
ら
ら
ぽ
子
と
横
浜
機
屋
店

・
・
…
3
月
1
5
日

住
所
／
横
浜
市
都
筑
区
池
辺
町
老
翁
・
－

霜
「
宝
の
●
g
T
g
さ

○
大
丸
浦
和
パ
ル
コ
店
B
l

“
・
・
・
；
1
0
月
1
i
O
日

住
所
／
さ
い
患
蓄
嵩
砂
町
二
・
一

〇
m
「
e
基
も
一
里
冒
宝

○
東
京
駅
大
丸
店
は
F
・
－
…
日
月
6
日

住
所
／
千
代
田
区
丸
の
内
一
・
や
一

高
「
e
曾
霊
綜
・
富
窒

○
世
田
谷
宮
川
ら
ら
ぼ
l
r
顧
浜
鴨
居
唐

・
・
－
…
3
月
時
日

住
所
／
械
渓
市
都
筑
区
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若手職人のご紹介
皆様のこ理解・こ協力をお願いいたします。

昨年、斬東調理士会では業界発展のための活動を行なってまいI）ました。また、本年度も

様々な活動を予定しています。この活動を実行するためには、若手職人たらの協力なくし

ては達成できないことも多々あります。つきましては店主の皆様、先雛の方々のご理解と

ご焚同をお願いできれげ幸いです。

若手職人たちからのごあいさつ

野木修
勤務先：駒沢富II上店主

コメント：鰻の仕事には終わりというもの

がありません。常により丁寧に、より早く

を、心掛け、何事も吸収する心＼構えがあれ

ば、成長し続けることができると思いますo

味について‘も1軒づつ違うものですので、

他店での†官報7まとも聞くことが重要です。

私もまだまだ未熟ですので諾先端方の御

指導、御敬！撞；をよろしくお房iい致します。

津守茂樹
勤務先：竹薬事亭銀座店

コメント：i工戸清ま轟きに携；わって“いる者と

して、将来減少して“いく職人。

伝統技術をこの先若い職人達に調理技術の

向上、研：究、Jh憶えを存貸売、継承して“いく

にあたり私j垂、中堅または若手がこの業界

を盛り土！デていこうと患って－います。

諸先輩達から見ればまだま榛熱で生意気

かとお思いでしょうが、ご理解、ご指導、

ご鞭憾垂のi墓よろしくお願時＼しま“すo

小暮義雄
勤務先：渋谷道玄坂花菱

コメント：現在：花菱にて”鰻揚板長をさせて“

］貫いて●おります。お客様の「旨かった」の

お声を頂けるよう白々精進しています。

根本潤
勤務先：新富III

コメント：日本の伝新iを未来に残せるよう

に努力し、協力していきますo

青木裕一
勤務先：渋谷松川東急東槙店

コメント：毎日丁寧な仕事をjb掛け、お客

様の期待に応えられる仕一事を日々取り繕ん

でV＼きます。

積木保線
勤務先：いちのや西麻布店

コメント：今後もより一層仕：事の向上を目

指して“いきたいです。

小笠康弘
勤務先：地鰹・大黒I雲目黒八雲店

コメント：白々、研鎖し、お客様に渦足し

て］貫けるよう努めて“まいります。

松村英和
勤務先：渋谷松川

コメント：和食の板前をして“います。只今

鰻の技術を修得す一くく日夜頑張って‘ますo

※毎回新メンバーをご紹介する予定ですo

お取引先・会員ネ �二くなられた方のお知らせ（07．1月～12 � 

○古屋公夫（ふるや・きみお）様 �職人　2007年1月3日 �享年70才 

○伊勢糊夫（いせ・てるお）様 �職人　2007年11月13日 �学年68才” 

鵜岡田和幕（おかだ・かすよし）様 �（株）大和田代表取締役社長　2007年12月8日 �享年48才 

「会報誌新京ファミリー」は業界発展のため精力的に取材活動を行います。
ご意見、ご要望などございましたら、編集部にこ連絡をください。
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